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会員数 747名

男
女
510名
237名

題字：小西英樹前理事長

　京都から日本海沿いを西に走る大動脈「山陰本線」、

福知山市は古くから鉄路・道路の要衝、物流の拠

点として発展してきました。 

　幹線府道8号線（福知山綾部線）と道路に沿っ

て走る特急「はしだて1号」と高架で走り抜ける

舞鶴若狭自動車道（特急列車後方） 

を1枚に収めました。 

【福知山市土の陸橋から

　　　石原・綾部方面を撮影】

撮影：大槻日出雄 会員

撮影：青山　勲 会員
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理
事
長
挨
拶
（
要
旨
）

　

日
曜
日
で
そ
れ
ぞ
れ
ご
予
定
が
あ
る

中
、
多
数
ご
参
集
い
た
だ
き
、
盛
大
に

第　

回
定
時
総
会
が
開
催
で
き
ま
す
こ

３０
と
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
務
お
忙
し
い
中
、
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
福
知
山
市
長
松
山
正

治
様
、
京
都
府
知
事
代
理
の
中
丹
広
域

振
興
局
副
局
長
公
庄
正
夫
様
、
京
都
府

議
会
議
員
の
井
上
重
典
様
、
さ
ら
に
福

知
山
公
共
職
業
安
定
所
長
の
湯
浅
正
規

様
、
関
係
機
関
の
皆
様
方
に
ご
臨
席
を

賜
り
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
日

頃
は
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

後
ほ
ど
表
彰
状
、
感
謝
状
を
贈
呈
さ

せ
て
い
た
だ
く
会
員
、
理
事
・
監
事
等

の
皆
様
に
は
、
永
年
に
わ
た
り
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
お
力
添
え
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
会

員
と
し
て
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
公
益
法
人
認
定
を
受

２３

け
て
４
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
公
益
法
人
と
し
て
社
会
的
貢
献
、
公

益
活
動
を
推
進
し
、
一
定
の
活
動
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
組
織
と

し
て
は
未
熟
な
状
況
に
あ
り
、
２
月
４

日
、　

日
と
京
都
府
及
び
京
都
労
働
局

２４

か
ら
の
立
ち
入
り
検
査
を
受
け
る
中
で
、

京
都
府
か
ら
は
公
益
法
人
と
し
て
の
あ

り
方
を
厳
し
く
指
摘
さ
れ
、
京
都
労
働

局
か
ら
は
、
就
業
の
基
本
で
あ
る
臨
時

的
・
短
期
的
・
軽
易
な
業
務
を
請
負
と

委
任
で
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
に
強
い

指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
黎
明
期
を
越
え
成
長

２５

期
、
成
熟
期
を
迎
え
る
為
の
成
長
期
に

し
た
い
と
の
思
い
で
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
成
長
期
の
芽
が
少
し
出
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
契
約
金
額
で
は
４
億

１
９
８
万
２
千
円
と
な
り
、
対
前
年
度

比
１
・
９
％
、
７
４
０
万
円
余
り
の
伸

び
で
、
昭
和　

年
７
月
の
セ
ン
タ
ー
設

６０

立
以
来
初
の
４
億
円
を
超
え
る
こ
と
が

で
き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に　

年
度
の
当
期
収
支
が
１
３

２５

１
７
万
円
余
の
黒
字
決
算
を
計
上
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
市
・
府
ご
当
局
や
自

治
会
、
事
業
所
、
長
田
野
企
業
、
地
域

や
各
家
庭
の
発
注
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

あ
り
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
併

せ
て
国
・
府
・
市
か
ら
補
助
金
を
い
た

だ
く
中
で
積
極
的
な
事
業
展
開
を
行
っ

た
こ
と
を
含
め
て
黒
字
決
算
が
打
て
た

も
の
で
す
。

　

加
え
て　

年
度
に
事
務
費
を
７
％
か

２４

ら　

％
に
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

１０
と
、
会
員
・
役
職
員
が
自
ら
の
身
を
削

る
努
力
を
し
、
人
件
費
の
抑
制
、
事
務

事
業
の
見
直
し
、
会
員
の
３
％
運
営
協

力
金
な
ど
が
黒
字
決
算
と
な
っ
た
も
の

と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

こ
の
黒
字
決
算
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
将

来
セ
ン
タ
ー
が
健
全
な
財
政
運
営
、
事

業
運
営
を
し
っ
か
り
行
い
成
長
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
事
務
費
比
率
の　

％
、
運

１０

営
協
力
金
の
３
％
、
人
件
費
の
抑
制
、

事
務
事
業
の
見
直
し
は
引
き
続
き
継
続

し
、
セ
ン
タ
ー
の
安
定
し
た
事
業
経
営

と
財
政
健
全
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
会
員
が
で
き
る
範
囲
は
会
員

自
ら
が
行
う
会
員
主
導
型
の
仕
事
を
進

め
る
中
で
、
国
・
府
・
市
か
ら
の
補
助

金
も
受
け
な
が
ら
我
々
が
で
き
る
こ
と

は
や
る
と
い
う
自
立
の
気
持
ち
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

セ
ン
タ
ー
運
営
の
課
題
は
、
臨
時
的
、

短
期
的
、
軽
易
な
業
務
を
請
負
・
委
任

で
行
う
適
正
就
業
で
あ
り
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
遵
守
と
就
業
マ
ナ
ー
の
向

上
で
あ
り
ま
す
。
時
間
か
ら
量
に
よ
る

請
負
・
委
任
を
中
心
に
、
長
期
就
業
の

是
正
等
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
全
就
業
の
観
点
か
ら
の

事
故
防
止
で
は
、　

年
度
か
ら
事
故
０

２２

運
動
を
継
続
す
る
中
で
傷
害
事
故
は

減
っ
た
も
の
の
、
物
損
事
故
は
増
え
て

定 

時 

総 

会 

定 

時 

総 

会 

定 

時 

総 

会 
平
成
平
成
26
年
度
年
度 
平
成
平
成
26
年
度
年
度 
平
成
26
年
度 

総会風景

小西理事長あいさつ

 
5
月　

日
（
日
）
開
催

２５
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い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
油
断
と
慣
れ

が
原
因
で
の
物
損
、
機
械
除
草
で
の
飛

び
石
、
作
業
中
の
設
備
損
壊
等
々
が
発

生
し
、
車
両
事
故
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

事
故
は
、
お
客
様
に
迷
惑
を
か
け
、

信
頼
を
も
損
ね
る
も
の
と
な
る
た
め
、

「
高
齢
者
」
と
の
甘
え
を
捨
て
互
い
に

自
覚
と
認
識
を
高
め
て
事
故
防
止
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
日
、
会
員
の
就
業
は
、
受
身
の
姿

勢
で
は
決
し
て
就
業
で
き
な
い
こ
と
を

認
識
し
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
営
業
マ

ン
・
営
業
レ
デ
ィ
ー
と
し
て
就
業
拡
大

を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
積
極
的

に
営
業
活
動
を
行
い
、
能
動
的
に
仕
事

を
創
っ
て
い
く
た
め
に
就
業
開
拓
強
化

月
間
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
地
区

班
長
が
中
心
と
な
り
地
域
の
実
態
の
中

で
地
域
と
連
携
し
て
ど
こ
に
我
々
の
働

く
場
が
あ
る
の
か
見
極
め
て
就
業
開
拓

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の　

地
区
班
、
７
４
２
名
の
会

２３

員
が
し
っ
か
り
と
手
を
組
み
、
班
長
を

中
心
に
活
動
す
れ
ば
、
強
固
な
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
「
や
す
ら
ぎ
」

の
運
営
も
、
運
営
委
員
会
や
会
員
の
皆

様
方
に
お
世
話
に
な
り
２
年
目
と
な
り

ま
す
。
会
員
の
家
庭
菜
園
で
育
て
た
野

菜
類
を
積
極
的
に
出
し
て
も
ら
い
、
八

百
屋
ス
タ
イ
ル
で
は
な
い
シ
ル
バ
ー
流

の
手
作
り
シ
ョ
ッ
プ
を
目
指
す
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
市

内
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
設
け
、
会

員
が
交
流
し
、
物
を
売
り
、
高
齢
者
が

集
え
る
シ
ョ
ッ
プ
を
設
け
る
の
が
私
の

夢
で
あ
り
ま
す
。
目
的
達
成
の
た
め
に

力
を
合
わ
せ
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む

中
で
、
当
セ
ン
タ
ー
に
は
高
齢
者
の
活

力
で
地
域
を
支
え
、
活
性
化
を
図
る
と

い
う
任
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
顔
の
見
え
る
活
動
が
地
域
の
中
で

の
信
頼
と
仕
事
の
依
頼
に
つ
な
が
り
ま

す
。
是
非
、
地
域
を
支
え
て
い
く
と
い

う
意
気
込
み
を
持
ち
、
高
齢
者
が
心
身

と
も
に
健
康
で
地
域
を
支
え
て
い
く
と

い
う
立
場
で
、
顔
の
見
え
る
活
動
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
賓
祝
辞
・
祝
電　

祝　

辞

　

福
知
山
市
長　
　
　

松
山　

正
治
様

　

京
都
府
知
事
代
理

　
　

中
丹
広
域
振
興
局
副
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
庄　

正
夫
様

　

福
知
山
市
議
会
議
長　

奥
藤　
　

晃
様

　

京
都
府
議
会
議
員　

井
上　

重
典
様

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

京
都
府
議
会
議
員　

大
橋　

一
夫
様

　

公
益
社
団
法
人
京
都
府
シ
ル
バ
ー
連

　

合
会　
　
　

会
長　

北
田　

貞
雄
様

　

公
益
社
団
法
人
宮
津
与
謝
広
域
シ
ル

　

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

理
事
長　

岩
瀬　

英
輔
様

　

公
益
社
団
法
人
京
丹
後
市
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー　

理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山　

充
男
様

　

来
賓
紹
介　

　

福
知
山
市
長　
　
　

松
山　

正
治
様

　

京
都
府
知
事
代
理

　
　

中
丹
広
域
振
興
局
副
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
庄　

正
夫
様

　

福
知
山
市
議
会
議
長　

奥
藤　
　

晃
様

　

京
都
府
議
会
議
員　

井
上　

重
典
様

　

福
知
山
公
共
職
業
安
定
所

所
長　

湯
浅　

正
規
様

　

福
知
山
商
工
会
議
所
会
頭
代
理

常
務
理
事　

梶
村　

誠
吾
様

　

福
知
山
市
市
民
人
権
環
境
部

部
長　

田
中　
　

悟
様

　
　
　

同　

生
活
交
通
課
長

　

佐
藤　

秀
樹
様

　
　
　

同　

生
活
交
通
課
課
長
補
佐

　

大
西　
　

学
様

　

議
事
内
容
結
果　

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
五
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
五
年
度
収
支

決
算
報
告
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

理
事
長
に
対
す
る
権
限

委
任
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

全
議
案
賛
成
多
数
で
原
案
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項　

報
告
第
一
号　

平
成
二
十
五
年
度
収
支

補
正
予
算
に
つ
い
て

報
告
第
二
号　

平
成
二
十
六
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て

報
告
第
三
号　

平
成
二
十
六
年
度
収
支

予
算
に
つ
い
て

　

全
報
告
に
対
し
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

来賓
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平成２６・２７年度　新役員紹介

摘　要氏　　名役　職

再　任塩 見 康 郎理 事 長

再任・前監事中 里 嘉 久副理事長

新　任芦 田 胤 雄理 事

新　任植村すみ代理 事

再　任太 田 龍 一理 事

新　任大 槻 博 志理 事

新　任門 野 道 子理 事

再　任亀 井 吉 晃理 事

新　任栗 田 万 三理 事

新　任坂 本　 葵理 事

再　任佐竹すみ子理 事

新　任中 見 正 人理 事

新　任日 高 恵 子理 事

再　任渡 邉 満 子理 事

新　任
岡 田 勝 一
（専務理事兼事務局長）

専務理事

新　任太 田 哲 雄監 事

新　任南 薗 維 一監 事

　

低
迷
が
続
い
た
経
済
状
況
、
事
業
仕
分
け

に
よ
る
国
庫
補
助
金
の
削
減
や
補
助
制
度
の

見
直
し
、
公
益
法
人
へ
の
移
行
な
ど
、
激
動
の

時
代
に
あ
っ
て
強
固
な
経
営
基
盤
と
将
来
に

わ
た
っ
て
健
全
で
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
築

き
あ
げ
て
来
ら
れ
た
小
西
英
樹
理
事
長
が
、

こ
の
た
び
の
総
会
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
前
理

事
長
の
後
任
と
い
う
大
役
を
受
け
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
と
同
時
に
改
め
て
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
五
年
余
の
間
、

セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
と
し
て
運
営
に
携
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
よ
り
一
層
精
進
の
う
え

発
展
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か

皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
今
後
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
前
理
事
長
の
方
針
を
継
承
し
、
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
シ
ル
バ
ー
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、

基
本
理
念
の「
自
主
・
自
律
・
共
働
・
共
助
」に

基
づ
き
「
臨
時
的
・
短
期
的
・
軽
易
な
仕
事
」
を

適
正
な
請
負
・
委
任
で
行
い
、「
親
切
・
丁
寧
・

誠
実
」に
努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
う
え
で
シ
ル

バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
・
長
尾
の
里
山
事
業
・
三
和
の
農

園
事
業
な
ど
、
日
常
の
セ
ン
タ
ー
活
動
を
と
お

し
て
顔
の
見
え
る
、
目
に
見
え
る
セ
ン
タ
ー
を

目
指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

会
員
・
役
職
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
セ
ン

タ
ー
の
益
々
の
発
展
に
一
層
努
力
す
る
こ
と

を
お
誓
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
理
事
長
あ
い
さ
つ

塩

見

康

郎

事
業
実
施
計
画

　

次
の
項
目
を
中
心
に
事
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

●
事
業
経
営
方
策
の
推
進

●
健
全
で
安
定
し
た
事
業
経
営
と

自
主
財
源
の
確
保

●
企
画
提
案
型
事
業
・
独
自
事
業

の
推
進
と
自
立
促
進

●
適
正
就
業
の
実
施

●
就
業
開
拓
と
受
注
の
拡
大

●
職
群
班
の
育
成
強
化

●
安
全
就
業
と
健
康
管
理
の
徹
底

●
就
業
マ
ナ
ー
と
技
術
・
技
能
の

向
上
の
徹
底

●
地
区
班
の
活
動
の
推
進

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
社
会
参

加
活
動
の
推
進

●
普
及
啓
発
活
動
の
推
進

●
会
員
の
拡
大
促
進

●
高
齢
者
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
展
開

●
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
推
進

●
有
料
職
業
紹
介
事
業
の
推
進

●
情
報
収
集
・
提
供
及
び
調
査
研

究
の
推
進

●
個
人
情
報
の
保
護
強
化

●
組
織
体
制
の
充
実
強
化

●
事
務
局
機
能
の
充
実
強
化

事
業
計
画

平
成
二
十
六
年
度

小　西　英　樹　様（前理事長）

大　槻　日出雄　様（前副理事長）

足　立　喜代士　様（前　理　事）

石　間　敏　員　様（前　理　事）

間　島　導　子　様（前　理　事）

室　田　勝　子　様（前　理　事）

伊　藤　敏　夫　様（前　理　事）

大　槻　祥　二　様（前　理　事）

長　澤　恒　夫　様（前　理　事）

塩　見　民　子　様（前　理　事）

吉　良　　　勝　様（前　監　事）

退　任　役　員

　皆様には、当センターの発展にご

尽力いただき厚くお礼申し上げます。

今後とものご指導、ご支援をよろし

くお願いいたします。
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　表彰状・感謝状をお受けになりました皆様方、誠におめでとうございます。

　今後とも健康にご留意いただき、ご指導ご支援いただきますようお願い申しあげます。

（順不同・敬称略）

氏　　名職　名

足　立　喜代士理 事

石 間 敏 員理 事

伊 藤 敏 夫理 事

大 槻 祥 二理 事

塩 見 民 子理 事

長 澤 恒 夫理 事

室 田 勝 子理 事

足 立 忠 男班 長

足 立 初 夫班 長

岡 垣 治 雄班 長

桑 原 長 利班 長

塩 見 高 男班 長

高 橋　 進班 長

田 中　 登班 長

田 畑 誠 治班 長

畠 中 保 穂班 長

藤 田　 治班 長

堀　 尚 男班 長

南 薗 維 一班 長

山 村　 隆班 長

◆役員・地区班長として、率先して事業の展開と会員の指導、育成に努められ、当センターの

運営と発展に多大なお力添えをいただいた２０名の方々に感謝状と記念品が授与されました。

氏　　名職　名

大　槻　日出雄副理事長

吉　良　　　勝監 事

間 島 導 子理 事

梶 原 躋 泰会 員

芦 田　 劭会 員

今 次 忠 雄会 員

高 橋 幸 子会 員

山 中 光 男会 員

◆多年にわたり当センターの発展に多大な貢献をされた２名の役員並びに１５年の長きにわた

り会員として豊かな知識と経験を地域社会に活かされた６名の方々に表彰状と記念品が授

与されました。

（順不同・敬称略）
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各種委員会委員 

摘　　　要氏　　　名役　職

職種班班長山 下 忠 雄委 員 長

理　　　事坂 本　 葵副委員長

理　　　事
学識経験者

中 里 嘉 久委 員

理　　　事太 田 龍 一委 員

会員・有識者奥 田 正 美委 員

理　　　事栗 田 万 三委 員

職種班班長高 橋 康 雄委 員

理　　　事中 見 正 人委 員

専　務　理　事岡 田 勝 一委 員

◆事故調査会議委員

摘　　　要氏　　　名役　職

理　　　事中 里 嘉 久委 員 長

理　　　事太 田 龍 一委 員

理　　　事亀 井 吉 晃委 員

会　　　員大 塩 民 子委 員

会　　　員桐 村 達 夫委 員

会　　　員小 網 敏 子委 員

理　　　事
職種班班長

坂 本　 葵委 員

理　　　事佐　竹　すみ子委 員

会　　　員田 中　 登委 員

職種班班長畠 中 保 穂委 員

会　　　員藤 田 隆 雄委 員

会　　　員眞 下 幸 子委 員

専　務　理　事岡 田 勝 一委 員

◆適正就業推進委員会委員 13名

9名

摘　　　要氏　　　名役　職

会　　　員吉 井 雅 宏委 員 長

会　　　員青 山　 勲委 員

会　　　員芦 田 泰 弘委 員

会　　　員足 立 数 枝委 員

会　　　員大 槻 ノ リ 子委 員

会　　　員� 橋 昭 子委 員

会　　　員中 川 壯 平委 員

理　　　事渡 邉 満 子委 員

◆編集委員会委員

摘　　　要氏　　　名役　職

理　　　事太 田 龍 一委 員 長

職種班班長山 下 忠 雄副委員長

理　　　事中 見 正 人委 員

職種班班長高 橋 康 雄委 員

職種班班長田 中 文 雄委 員

会　　　員林　 義 和委 員

地　区　班　長山 田 博 允委 員

専　務　理　事岡 田 勝 一委 員

◆安全就業委員会委員 8 名

8名
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○
５
月　

日
（
日
）
シ
ル

２５

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
定
時

総
会
に
引
き
続
き
、
互
助
会

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
事
概
要

・
第
１
号
議
案　

平
成　

年
２５

度
事
業
報
告

・
第
２
号
議
案　

平
成　

年
２５

度
収
支
決
算
報
告

・
監
査
報
告

・
第
３
号
議
案　

平
成　

年
２６

度
事
業
計
画
（
案
）

・
第
４
号
議
案　

平
成　

年
２６

度
収
支
予
算
（
案
）

・
第
５
号
議
案　

会
則
の
一

部
改
正

・
第
６
号
議
案　

役
員
の
選

任

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
す

べ
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

会員互助会新役員のみなさん

氏　　名役 職氏　　名役 職

桐村久美子（新任）幹　事桑原　長利（再任）会　長

楠元　　學（新任）幹　事佐竹　勝子（再任）副会長

四方　吉和（新任）幹　事青山　　勲（再任）庶務会計

畠中　保穂（新任）幹　事芦田　　薫（新任）幹　事

太田　哲雄（新任）監　査石井登喜枝（新任）幹　事

南薗　維一（新任）監　査大槻ノリ子（新任）幹　事

岡田　勝一（新任）事務局長河内　涼子（新任）幹　事

氏　　名役職名地域名氏　　名役職名地域名氏　　名役職名地域名
藤田　 繁樹班　長中六人部大槻　 芳子地区員遷　喬赤井　　 淳班　長惇　明
芦田　 胤雄副班長杉山　 元明〃達脇　 裕二副班長
芦田　 胤雄※互助会協力員森田　 秀雄〃田中　 政則〃
藤原　 由具班　長上六人部近藤　 弥生〃前田　 健一地区員
荻野　 廣海副班長片山　 砂雄互助会協力員赤井　　 淳※地区員
福島　 忠男〃坂本　　 厚班　長成　仁土佐　 三雄地区員
福島　 忠男※互助会協力員林　　 義和副班長中川　 敏子〃
牧 剛班　長下川口森　　 正宣互助会協力員達脇　 裕二※地区員
桐村　 重幸副班長塩見　 越郎班　長庵　我前田　 健一※互助会協力員
岡井　 喜好地区員塩見　　 均副班長楠元　　 學班　長昭　和
高橋　 啓久互助会協力員今次　 忠雄地区員牧 変副班長
藤田　 健一班　長上川口中島　 嘉成〃細尾三洋治〃
野々垣丈夫副班長池田佐和子〃畠中　 保穂〃
梅田　 好博地区員山中　 光男〃松田　　 武地区員
西村　 實好〃塩見　 越郎※地区員松本　 好春〃
柳谷　　 進〃塩見　　 均※　〃　谷垣　 秋雄〃
野々垣丈夫※互助会協力員安達　 博明互助会協力員大柿　 麗子〃
今福　 庄治班　長金　谷四方　 吉和班　長佐　賀植村やよひ〃
垣岡　 俊尚副班長田中　 尚正副班長金山　 光男〃
塩見　 昭雄地区員四方　 吉和※互助会協力員桐村　 達夫互助会協力員
田中奈美江互助会協力員荒木　 靜男班　長修　斉石井　 康弘〃
長田　 英毅班　長三　岳石間　 敏員副班長横田　 義和班　長大　正
門田　　 浩副班長藤田美代子〃吉田　　 勲副班長
山下　 忠雄地区員谷口　 敏郎地区員吉田久仁夫〃
山下実千穂〃今野　 郁男〃吉田　　 勲※地区員
山下実千穂※互助会協力員森田　 義巳〃吉田久仁夫※　〃　
安達　 文彦班　長金　山田辺　 和樹〃中井つた枝地区員
端野　 克巳副班長足立　 昌弘〃松 野 重 雄〃
端野　 克巳※互助会協力員芦田　　 薫〃石井登喜枝〃
渡辺　 長義班　長雲　原藤田　 隆雄〃大槻ノリ子〃
山村　　 隆互助会協力員石間　 敏員※地区員大槻ノリ子※互助会協力員
土佐　 尚治班　長三和町北足立喜代士地区員山田　 博允班　長雀　部
倉ヶ市一二三地区員西川　 允又互助会協力員亀井　 吉晃副班長
河内　 涼子互助会協力員田辺　 良博〃塩見　 民子〃
中村　 道子班　長三和町南藤原　　 紘班　長上豊富市川　 博之地区員
細見　 孝子地区員藤林　 孝司副班長柏木　 光夫〃
中村　 道子※互助会協力員芦田　 泰弘互助会協力員千原　 紀子〃
岶尾　　 充班　長夜久野町保田　 逸二班　長下六人部清水　 善吉〃
足立　 初夫副班長坂本　　 葵副班長山崎　　 巖〃
吉村　　 勇地区員中見　 正人〃中尾勢津子〃
居合　 和子互助会協力員芦田　 成夫地区員松山　 朱美〃
山地　 信一班　長大江町高橋　　 進〃大槻　 道春〃
中嶋　　 功副班長吉良　　 進〃殿最千代子〃
山田　 孝子地区員野村　 スマ〃三島　 文男互助会協力員
中嶋れい子互助会協力員坂本　　 葵※地区員上田　 洋一班　長遷　喬

※印は兼務中見　 正人※　〃　青木　 繁實副班長
中見　 正人※互助会協力員光田　 富雄地区員

平成２６年度・２７年度　地区班長・副班長・地区員・互助会協力員名簿

第　

回
１０

会会会会会会会会会会
員員員員員員員員員員
互互互互互互互互互互
助助助助助助助助助助
会会会会会会会会会会
総総総総総総総総総総
会会会会会会会会会会

会
員
互
助
会
総
会

互助会総会のようす互助会総会のようす
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任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
９
名
の

委
員
が
選
出
さ
れ
、
委
員
長
に
山
下
忠

雄
職
種
班
班
長
、
副
委
員
長
に
坂
本　

葵
理
事
を
選
任
し
ま
し
た
。

（
委
員
の
名
簿
は
、
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

 
今
年
度
の
取
組
み 

　

事
故
０
運
動
の
取
組
み
を
強
化
し
、

事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を
最
優

先
に
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
原

因
究
明
と
再
発
防
止
対
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

事
故
調
査
会
議

第1回【7月1日】 第1回【6月20日】 

　任期満了に伴い新たな１３名の委員が選出

され、委員長に中里嘉久副理事長を選任し

ました。　　　

（委員の名簿は、６ページに掲載）

 今年度の取組み 

●臨・短・軽の仕事を請負・委任で確実に

実施

●法令遵守と就業マナーの徹底

●未就業会員の解消、長期就業会員の是正

と適材適所、公平平等な就業の確保

●高齢会員の健康状態を考慮した特別な就

業のあり方、ゴールド会員、プラチナ会

員制度の検討

●「就業相談日」の実施と周知

　これらの取組みを進め、適正就業を推進

してまいります。

　委員の改選に伴い、８名の委員が選出さ

れ、委員長に太田龍一理事、副委員長に山

下忠雄職種班班長を選任しました。

（委員の名簿は、６ページに掲載）

 今年度の活動方針と取組み 

●「事故０運動」の継続強化

　・就業前ミーティングの徹底

　・安全パトロールの実施

　・安全運転、救急応急措置講習会の開催

　・健康管理と健診受診の啓発

　小さなことが大きな事故につながります。

一人ひとりが安全意識を高め、確実な作業

を実施しましょう！

　委員が厳しいチェックを行います。

剪定班への安全パトロールの実施ワークシェアリングとローテーションで適正就業
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『事故0運動』の継続と取組みの強化を！ 『事故0運動』の継続と取組みの強化を！ 
～“油断”と“慣れ”を点検し、健康管理をしっかり行い事故のない安全な就業をめざしましょう～

 事故件数対比表

減少傾向にあった事故件数ですが、再び増加傾向にあり２６年度は特に心配される状況です。

今一度、安全就業に向けて身の回りの点検と体調管理をしましょう。

●平成26年度『安全・適正就業に関する標語』に応募ありがとうございました。 

会員２１人から５２点の応募があり、安全就業委員会で慎重に審査し、次の２点を京都府シルバー 

人材センター連合会の標語募集に推薦提出しました。 

※安全は　心のゆとり　時間のゆとり 
 
※事故のない　安全就業　君の手で 

野村　昌男会員　（庵我地区） 

 

桐村麟之助会員（上川口地区） 

●7月29日（火） 平成26年度安全・適正就業推進大会に参加 

京都市で開催された大会に、太田龍一安全就業委員長、理事長 

他５名が参加。安全就業について研修を深めました。 

（公社）京都府シルバー人材センター連合会主催 

ちょっとした油断と慣れが大事故に 

☆就業前のミーティングで業務の内容を十分に周知し、 

　　　　　　　　　　　 安全管理の徹底を図りましょう！ 

☆就業前のミーティングで業務の内容を十分に周知し、 

　　　　　　　　　　　 安全管理の徹底を図りましょう！ 

☆就業前のミーティングで業務の内容を十分に周知し、 

　　　　　　　　　　　 安全管理の徹底を図りましょう！ 

（平成２６年８月末現在）

計３２１１２１１１０９８７６５４　　　　　月計３２１１２１１１０９８７６５４　　　　　月

２０４０１０１１１２２２２４平成２１年度

物　

損　

事　

故

１２０２１１０１２０１２２０平成２１年度

傷　

害　

事　

故

７０１０１０１０１２００１　　２２年度９００１２２１２０１０００　　２２年度

１５０００１０１３４０４２０　　２３年度９１０００２１２００２０１　　２３年度

７０１０００１２１１１００　　２４年度７０００１０２１１００２０　　２４年度

１１０３１０１０３１０１０１　　２５年度２０００１０００００００１　　２５年度

２２４１０　　２６年度１３０１０　　２６年度

全国統一スローガン「見逃すな　ヒヤリで済んだ　あの経験」

最近の主な事故

物損事故
　● センターの車両を運転中、ハンドル操作を誤り中央分離帯に衝突
　● 機械除草中、飛石により隣家停車中の車の窓ガラスを破損　２件
　● 撤去作業中にダンプ車両のバックミラーを設備に引っ掛け、破損
　● 会場撤去作業中、掛時計に資材を引っ掛け、落下破損
　● 使用車両のドアを大きく開けて、隣接駐車車両のドアを傷つけた
　● 作業中に隣家屋根の瓦を破損
　● 枝払い中にテレビのアンテナコードを切断

傷害事故
　● 熱中症と思われる症状にて救急搬送　２件

　● 剪定作業中に落下　２件
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企画提案型事業の状況 

　平成２５年度から、「ドッコイセ踊ってゲンキ」をバージョンアップした「太鼓」による心

身機能の活性化と地域交流を高めるために企画提案型事業として取り入れました。 

　初年度は、シルバーの事業への参加、出演、地域の老人会や行事からの依頼に応え成果を

披露し好評を得ています。太鼓も増やし、楽しく練習を重ね、腕を磨いておりますので地域

の催しにもどんどん呼んでください。練習は、第１・３木曜日、午後４時からワークプラザ

で行っています。 

　脳の活性化から身体機能の維持養成はもとより、ストレス解消に大きな効果があると会員

の皆さんからも喜ばれています。あなたも気軽に参加してください。お待ちしています。 

　平成２４年度まで「四季の花で心をつなぐフラワーロード＆パーク」として進めてきた事業

を、地域で生産したものを販売もすることによって生産意欲、就業意欲の向上と地域の活性

化につなげようとする事業です。 

　当初年度は、生産拠点の三和のハウスが、思わぬ台風による増水・冠水で被害を受け、会

員が丹精込めてつくった花や野菜の収穫ができませんでした。しかし、福知山市から委託を

受けたゴーヤの苗づくり、復旧後の野菜作りに多くの会員が熱心に取り組んできました。 

　今後は、商品作物の種類、出荷時期等を検討し、シルバーショップでの販売を確立できる

よう調整、連携を進めて成果をあげていきたいと考えます。 

普光寺（天座）での依頼出演 練習の成果を「つどい」で披露 

ゴーヤ苗の引渡し ゴーヤ苗の出荷準備 

ハウス内での菊苗の育成 
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　平成２２年度から企画提案型事業として進

めてきた里山活用・保全事業は、剪定くず

のチップ堆肥化、荒廃の原因となる竹を活

用した竹炭の生産、里山の雑木を活用した

シイタケ栽培などゴミの減量化、自然環境

の保全、循環機能の回復をめざして平成２４

年度までの３年間、事業展開を行ってきま

した。 

　事業年度は終了しましたが、独自事業と

して継続し、チップ、堆肥、竹炭、シイタ

ケのほだ木などの販売を続けています。 

　今後は、さらに生産効率を高め、販売様式、

販路拡大を検討したうえで皆さんから喜ばれ、

求められる事業、商品作りをめざしていき

ます。 

　平成２４年１１月にオープンしたショップは、

毎月第４木曜に開催し２年目を迎えました。

毎回、多くの新鮮な野菜、手工芸品等が出

品され、来られるお客様も回を増すごとに

増え、来客数、販売額ともに定着をしてき

ています。 

　運営委員や会員の皆さんの工夫と努力に

より確実に地域のショップとしての地位を

高めてきています。 

　また、ちょっとした休憩や歓談にも活用

されている「サロン」も好評で、和やかな

雰囲気は来店される皆さんの憩いの場となっ

ています。 

　今後は、会員の皆さんに周知し、出品物

の多種、増量はもちろんのこと、周辺地域

へのPRを進め会員が丹精込めてつくった新鮮、

安全野菜の販売拡大を図ってまいります。 

品揃え豊富なショップ店頭 

剪定くずなどのチップ化作業 

長時間かけて焼きあがった竹炭 買物客でにぎわうショップ 
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ＳＰ研修会

Ｓ
Ｐ
《
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
》
地
域
事
業

〜
造
園
管
理
補
助
員
育
成
講
座
〜

　

Ｓ
Ｐ
地
域
事
業
と
は
、　

歳
５５

以
上
の
方
の
再
就
職
や
雇
用
、

就
業
を
応
援
す
る
厚
生
労
働
省

委
託
の
公
共
事
業
で
す
。

　

福
知
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
は
『
造

園
管
理
補
助
員
育
成
講
座
』
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

６
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の

１１

２４

間
に
７
日
間
の
座
学
と
実
技
を

９
名
の
方
々
が
受
講
し
、
全
員

が
終
了
証
書
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

９
名
の
内
、
１
人
が
就
職
、

８
名
の
方
が
シ
ル
バ
ー
で
就
業

さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
は
�

技

能
�

と
い
う
大
き
な
財
産
で
あ

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
と
っ
て
も
剪
定
業
務
の
充
実

拡
大
の
大
き
な
力
で
す
。
自
分

の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
社
会

の
た
め
に
存
分
に
力
を
発
揮
し

て
く
だ
さ
い
。

地 

域 

活 

動 

ボ 

ラ 

ン 

テ 

ィ 

ア 

活 

動 

　

地
域
交
流
と
地
域
活
動
を
推
進
す
る
た

め
に
、
地
元
の
佐
賀
小
学
校
の
行
事
や
作

業
に
積
極
的
に
参
加
し
、
学
校
、
子
ど
も

た
ち
、
地
域
の
住
民
と
顔
の
見
え
る
交
流

や
地
域
貢
献
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
ま
た
、
急
速
に
進
む
高

齢
社
会
の
な
か
で
、
地
域
を
支
え
、
地
域
に
活
力
を
与
え
て
い
く
た
め
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
社
会
参
加
活
動
の
推
進
」
を
事
業
実
施
計
画
の
な
か
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
、
各
班
で
積
極
的
な
地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
地
域
活
動
紹
介  
佐
賀
地
区
班 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

毎
年
、　

月
の
第
２
土
曜
日
は
、
全
国

１０

一
斉
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
の
活
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
会
員
全
員
で
の
�

清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

と
普
及
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
公
共
施
設
や
地
域
で
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
参
加

を
お
願
い
致
し

ま
す
。
昨
年
は
、

台
風
に
よ
る
水

害
被
害
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、

会
員
有
志
に
よ

り
被
災
地
域
へ

の
清
掃
後
片
付

け
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
ま

し
た
。

座学

実地研修

（
四
方
吉
和
班
長
以
下　

名
）

１２

（
シ
ル
バ
ー
の
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）市民病院除草ボランティア活動（Ｈ２４年）

小学校行事「茶つみ」に参加（５月２７日）
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■中止行事 

平成25年度 シルバーのつどい第2部のようす 平成25年度 シルバーのつどい第2部のようす 

　8月17日未明の集中豪雨により福知山市街地を中心に広範囲が冠水しました。 

　多数の会員住宅でも床上・床下浸水、土砂崩れで被害を被られ、自家用車や物置、

農機具、田畑の被害を合わせると未曾有の災害となりました。 

　被災されました会員の皆様をはじめ、関係の皆様方に心よりお見舞い申しあげます。 

　この災害により、互助会事業についても緊急役員会を開催し、理事会の承認のうえ

当面の事業を中止することといたしましたので、お知らせいたします。 

● 福知山おどり盆踊り参加 

● 一泊親睦旅行 

● 「シルバーの日」親睦グラウンド・ゴルフ大会 

● 日帰り親睦旅行 

８月２５日（月）  

９月２６日（金）・２７日（土）  

１０月１８日（土）  

１１月１５日（土） 

■実施予定行事 

● 第６回「シルバーのつどい」　平成２７年２月１４日（土） 

※なお、「シルバーの日」ボランティア活動及び福知山マラソン 

　ボランティアについては、変更がありましたら連絡いたします。 

私の夏のさわやか健康レシピ 今福 節子（金谷地区班） 

ナスの風味漬け 

◆作り方 

材料【４人分】 
　ナス ４００ｇ、 青ねぎ ２分の１本、 土生姜５g、  
　ニンニク 少々、 赤唐辛子 １本 
○調味料 
　ごま油 小さじ１、 醤油 大さじ２、 砂糖 大さじ１．５、 
　塩 小さじ３分の１ 

①ナスはヘタを切り、縦に二つ切り、皮方に浅く斜めに

包丁目を細かく入れ、一口大に切る。 

②土生姜、ニンニク、青ねぎはみじん切り、赤唐辛子は

種を除いて小口に刻む。 

③調味料（醤油・砂糖・塩・ごま油）を合わせておく。 

④揚げ油は１８０度に熱し、ナスの水分をよく切って一度

にゆっくりと入れる。 

　平均に揚がるように返しと混ぜを繰り返し、色よく揚

げて油をよく切り、器に盛る。 

⑤④の揚げ油を大さじ１杯ほど残して温め、②の香味野

菜を入れて焦がさぬように炒め、香りが出たら③の合

わせ調味料を加え、一煮たちしたら④のナスにかける。 

ナスを素揚げし、タレをかけた

だけの簡単な料理。ニンニク、

土生姜、赤唐辛子のパンチのき

いた味が揚げたてでも冷やし

ても暑い夏にはぴったりです。 

一口メモ 

皮つきのナスを色よく揚げる温度は、165度程ですが、
ムラなく揚がるように一度に入れるため180度くらい
に熱します。揚げナスが熱いうちに、熱い汁をかけると
味の含みが良く、おいしくなります。 

鶏ささ身とワカメの酢の物 

◆作り方 

材料【４人分】 
　鶏ささ身 １５０ｇ、 戻しワカメ ３０g、 玉葱 小１個、  
　キュウリ ２分の１本、 トマト １００ｇ 
○調味料 
　醤油 大さじ２、 砂糖 大さじ１、 酢 大さじ１．５、  
　ごま油 小さじ２分の１、 塩 少々 

①鶏ささ身は筋を取り、熱湯に塩少々を入れた中で茹で、
取り出して水気を切る。 
②①のささ身が冷めたら繊維をほぐし、手で細かく身を
裂く。 
③調味料（醤油・砂糖・酢・ごま油）を良く混ぜ合わせ②
のささ身を漬けて味を含ませておく。 
④戻しワカメは５cmほどに切り、熱湯にさっとくぐらせ、
冷水にとり、水気を切って③に混ぜる。 
⑤玉葱は薄くスライスし、水に晒して水気をよく切る。 
⑥キュウリは板ずりにして洗い、薄く輪切りにする。 
⑦トマトは熱湯にくぐらせ皮をむき、横半分に切って種
を絞り取り、薄く半月切りにする。 
⑧器に先ず玉葱を盛り、③のささ身を上に盛り、周囲に
トマトとキュウリを飾り、③のつけ汁が残っていたら上
からかけて仕上げる。 

暑い夏場は酢の物が欠かせません。

体に嬉しいワカメ、鶏ささ身、採りた

てのキュウリと真っ赤なトマト。甘酸っ

ぱい味が食欲をそそり、元気にして

くれます。おもてなしにもいいですよ。 

一口メモ 

玉葱の代わりにウドを短冊切にし、水に晒してアクを抜
いたものも良く合います。 
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田辺 玖美子（佐賀地区） 

田辺 玖美子（佐賀地区） 

杉
浦  

久
子
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惇
明
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区
） 
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互
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介 
会
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互
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会
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会
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ラ
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代
表
　
桑
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長
利 

会
員 

会
員
互
助
会
同
好
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紹
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「
球 

友 

会
」 

　
現
在
、
会
員
数
３６
名
の
最
大
同
好

会
と
し
て
活
動
中
で
す
。 

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て

会
員
の
健
康
増
進
、
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
に
は
大

呂
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
で
午
前

９
時
か
ら
定
例
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
入
退
会
は
随
時
、
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
会
　
長
　
桑
原
　
長
利 

　
副
会
長
　
赤
井
　
　
淳 

　
会
　
計
　
畠
中
　
保
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幹
　
事
　
渡
邉
　
満
子 

　
　
〃
　
　
荒
木
　
　
男 

　
　
〃
　
　
石
井
登
喜
枝 

　
入
会
申
込
は
右
の
各
役
員
ま
で 

　
事
務
局
で
も
受
付
け
て
い
ま
す 
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業 業 

班 班 

紹 紹 

介 介 
シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て 

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
頑
張
っ
て
い
ま
す 共働 

共助 
　
今
年
６
月
２１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
中
に
、
市

立
図
書
館
が
新
た
に
開
館
し
ま
し
た
。
面
積
、
蔵
書
数
、
設
備
な
ど

総
て
が
旧
の
図
書
館
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
い

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
来
館
者
も
爆
発
的
に
増
え
、
図
書
の
貸
出
・
返
却
・
整
理
に
も
多

く
の
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
も
図

書
の
整
理
や
返
却
図
書
の
配
架
作
業
の
一
端
を
担
い
、
左
記
の
１１
人

が
交
代
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

市
立
図
書
館
中
央
館
夜
間
館
内
整
理 

松
田
　
　
武
会
員 

金
山
　
光
男
会
員 

赤
松
　
英
世
会
員 

足
立
　
美
代
会
員 

中
嶋
　
照
代
会
員 

稲
継
　
久
子
会
員 

飯
島
　
勝
利
会
員 

本
井
　
広
子
会
員 

山
内
　
房
子
会
員 

西
村
　
壽
彦
会
員 

大
畑
富
美
代
会
員 

〜
老
い
も
、
ま
た
よ
し
〜

　

現
在
、
私
の
老
春
は
、
二
十
歳
に
な
り

ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に

な
り
、
二
十
年
で
同
い
年
で
あ
り
ま
す
。

某
会
社
に
勤
務
し
て
四
十
一
年
間
会
社
オ

ン
リ
ー
の
生
活
で
、
ま
っ
た
く
の
社
会
音

痴
で
あ
り
ま
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
て
た
く
さ
ん
の

新
し
い
分
野
の
社
会
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

仕
事
で
は
、
長
田
野
工
業
団
地
の
某
会

社
に
派
遣
で
三
社
を
経
験
し
、
刈
払
機
で

の
草
刈
り
、
芝
刈
機
で
の
芝
刈
り
、
樹
木

の
剪
定
、
簡
易
ボ
イ
ラ
ー
や
焼
却
炉
の
運

転
、
国
道
九
号
の
交
通
量
調
査
、
各
種
資

料
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
ま
た
講
習
で

は
、
刈
払
機
講
習
、
剪
定
講
習
、
料
理
講

習
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
の
取
得
や
福

知
山
観
光
案
内
等
々
を
受
講
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
こ
れ
ら
を
趣

味
に
も
活
か
し
て
我
が
家
の
庭
木
の
剪
定
、

料
理
講
習
で
得
た
技
能
で
趣
味
の
釣
り
か

ら
得
た
獲
物
も
全
部
料
理
が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
で
は
社
会
福
祉
協

議
会
に
登
録
し
、
介
護
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
要
請
が
あ
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

も
出
向
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
福
知
山
マ

ラ
ソ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
今
年
で
十
二
年

目
を
継
続
中
で
す
。

　

趣
味
と
し
て
は
、
さ
わ
や
か
シ
ル
バ
ー

卓
球
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
釣
り
歴
は
七
十
年
で
、
近
年
は
月

一
回
程
度
で
天
然
記
念
物
指
定
の
オ
オ
ミ

ズ
ナ
ギ
鳥
の
生
息
地
「
冠
島
」
周
辺
に
釣

行
、
由
良
川
の
鮎
も
ち
ょ
う
ど
シ
ー
ズ
ン

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
カ
ラ
オ
ケ
、
落

語
、
映
画
鑑
賞
に
旅
行
、
旅
行
は
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
で
、

特
に
シ
ル
バ
ー
互
助
会
の
旅
行
は
欠
か
す

こ
と
な
く
参
加
を
続
け
て
お
り
、
た
く
さ

ん
の
想
い
出
を
重
ね
て
趣
味
主
体
の
人
生

で
す
。
ま
た
、
借
地
の
畑
で
季
節
の
野
菜

を
作
り
、
魚
と
と
も
に
自
給
自
足
の
生
活

を
し
て
い
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
約
六
年
前
に
大
病
を
患

い
、
以
後
一
病
息
災
を
念
頭
に
無
理
を
し

な
い
よ
う
健
康
志
向
の
生
活
習
慣
に
心
が

け
、
こ
れ
か
ら
先
、
ど
れ
だ
け
健
康
寿
命

が
延
ば
せ
ら
れ
る
か
、
シ
ル
バ
ー
の
歩
み

と
と
も
に
�

老
春
�を
愉
し
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
老
い
も
、
ま
た
よ
し
。

小　

林　

宣　

男
（
成
仁
地
区
）


